
①令和元年度事業報告を評議員会へ提案することを承認
②令和元年度決算案を評議員会へ提案することを承認　　　③就業規則変更の承認
その他　定期評議員会の日程の告知
※新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、提案事項の決議の省略による同意をもって承認した
①経理規程改訂の承認
※新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、提案事項の決議の省略による同意をもって承認した

12/29 業務執行の報告　（申込状況等）
①令和３度事業計画の承認　　②令和３年度予算案の承認
③利用定員の変更と運営規程の変更の承認

①法人関係　②経理関係　③施設運営関係　④職員処遇関係
⑤入所者処遇関係　　⑥就業規則変更　

①令和元年度事業報告の承認について
②令和元年度決算案の承認について

施設整備借入金 0 円
本部会計繰入金(施設会計より） 円

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
0　歳児 12 14 17 17 19 19 19 19 19 19 19 19
１～２歳児 68 68 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67
３　歳　児 30 30 30 30 30 30 30 29 29 29 29 29
４歳児以上 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76
計 186 188 190 190 192 192 192 191 191 191 191 191

0　歳児 7 9 10 10 11 11 11 11 11 11 11 11
１～２歳児 48 48 48 48 47 47 47 47 47 47 47 47
３　歳　児 30 30 30 30 30 30 30 29 29 29 29 29
４歳児以上 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76

0　歳児 5 5 7 7 8 8 8 8 8 8 8 8
１～２歳児 20 20 19 19 20 20 20 20 20 20 20 20

【分園のみ】

6/9

6/26

（4）評議員選任解任委員会の開催

なし

令和2年事業報告 

130,000

（１）理事会の開催

（本    部）

（施   設）

3/29

8/25

6/4

※新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、提案事項の決議の省略による同意をもって承認した

（５）法人会計

（２）監査の開催

（３）評議員会の開催

１．保育園の運営

（１）定員　209名（本園　180名　分園29名）

（２）年間入所児童数（各月初日現在）

【本園のみ】



3/1現在
園長・

副園長
主任 副主任 保育士 看護師 指導員 栄養士 調理員 事務 その他 医師 合計

常　勤 2 2 2 15 2 2 2 2 29

非常勤 12 1 1 1 1 16

嘱　託 2 2

①採　用 ４月

③退　職 3月

4/10 11/9

5/19 12/21

7/29 1/13

8/4

10/6

２．保育実施状況

（１）保育時間

保育時間(通常保育）　　　　 ７：00～18：00

延長保育Ⅰ型　　　　　　　　7：00～8：00／16：00～18：00

延長保育Ⅱ型(ゆうやけルーム）　18：00～19：00

（２）実施した特別保育事業名

・延長保育促進事業 ・分園促進事業 ・障害児保育事業

・一時預かり事業 ・地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター）

（３）年間行事

4月 10月

5月 11月

6月 12月

7月 1月

8月 2月

9月 3月

プール遊び　　ランタンフェスタ反省会

（3）職　員　数

（４）職員の異動

10/３運　動　会　（人数制限を設け密を避

ける形式）

3/３　ひなまつり　3/５　おわかれ遠足

3/27　卒園式（人数制限を設け密を避ける

形式）

運動会について

運動会の反省会

７/31・８/１ お泊り保育　これまでの園内で

はなく「深坂の森」の施設を利用

7月末～プール遊び

　　　保育士　　山本ひかる（新規採用）　豊島　萌（新規採用）

4/5　入園式（「入園の集い」としてクラス

ごとで時間を分けて開催

10/20　いもほり遠足

10/22　ふれあいデー（祖父母不参加）

お遊戯会について

お遊戯会反省会

うたと作品展（担当者会）

なつまつりを「たなばたものがたり」７/7～

19七夕ウィーク　7/19ランタンナイト

12/12･19　お遊戯会（人数制限を設け密を

避ける形式）12/24おもちつき 大人無し

2/2　豆まき（新聞紙を丸めて）

うたと作品展を2/15～22　こどもアート

ウィークとして開催

　　　保育士　　佐伯　心（結婚）　瀬川美咲（結婚・転居）

新園児・進級を迎えてのクラスの様子

（５）職員会議

参観日バザー（中止）

夏まつりについて

寿海荘慰問(中止）



（１）児童

春期： 5/11・13・15 秋期： 10/12・14・1６

6/17
6/16 (６名：勝山保育園にて　　案内：0人）

（２）職員
12/17 （勝山第２保育園にて）

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
調理員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他 ○ ○ 

４．非常災害防止の実施

（１）避難・消火訓練　　毎月1回実施

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
本園 4/28 5/28 6/24 7/30 8/26 9/23 10/30 11/27 12/14 1/22 2/22 3/17

分園 4/28 5/29 6/19 7/30 8/26 9/23 10/26 11/27 12/18 1/22 2/22 3/19

（２）消防・防火設備点検　（山口防災）

本園 4/11 10/28

分園 9/8 2/18

５．職員研修

5/22 10/23
6/19 11/12
7/3 11/13
8/21 1/22
9/4 2/5

中止 延期

延期 延期
延期 中止

６．保育実習・職業体験学習・ボランティア受入状況 １３名

福岡こども専門学校１名【分園】　　東筑紫短期大学１名

下関短期大２名【分園】　西南女学院短期大学２名＋自主実習1名　

看護師 早鞆高校衛生看護課　４名

コロナ禍のため見送り

主任児童委員２名　

検査項目　赤痢菌・サルモネラ菌・O157

３．健康管理

③5歳児発達相談会の実施

③ボランティア受入

造形研修（年１０回）

②職場体験学習

①定期健康診断

①保育実習生

真冬に保育を考える会
子育て支援全国研究大会（富山）

全国研究大会（島根）
山口県保育大会（周南）

管理者研修会（宇部）

リスクマネジメント（小崎先生の動画研修）

①内科検診の実施

（機器点検・総合）

絵のスペシャリストに聞いてみよう
新任研修（小崎先生の動画研修）
新任研修（小崎先生の動画研修）

②検便検査

（機器点検）

（機器点検・総合）

②歯科検診の実施

（機器点検）

保護者支援（小崎先生の動画研修）

（２）園外研修【主な研修のみ】

（１）園内研修　

感染症・ケガについて
食育・アレルギー・離乳食
危険箇所チェック（ヒヤリ一寸）
災害時の避難場所を確認してみよう
未満児保育の実際（ビデから学ぼう）



７．一日保育士体験　　　　　コロナ禍のため中止（ＨＰの園内ブログやフォトアルバムで対応）

８．苦情解決相談窓口（ご意見・ご要望窓口）　　　　　
６件

・運動会の練習時近所の方から「あんなに大きな音を出す必要があるのか」との苦情の電話があった。

９．子育て支援センター『つくしんぼの会』（報告書：別刷資料２）

10．積立金繰入

円

円

円

11．施設整備および備品購入

備品購入 固定資産 スヌーピー掲示版

固定資産 お片付けホーム

固定資産 家具（太鼓収納庫）

固定資産 本園　家具（太鼓収納庫）設計料

固定資産 LEDポータブル電源　

固定資産 アルカリイオン電解水生成機　（コロナ対策）

固定資産 分園用配膳車（軽ワゴン車）

固定資産 パソコン1台

固定資産 本園　エアコン取付工事

固定資産 本園　ヨド物置

固定資産 本園　乾太くん設置

固定資産 分園　乾太くん設置

固定資産 本園　給食室シンク取替工事

寄　付 固定資産 本園　　FUJIFILMフォトプリンター　（保護者会より）

修繕・補修 分園　看板電灯取り替え工事

修繕・補修 本園　もも組トイレ洗面器取替工事

・土曜日出勤の時、子どもを預けた後に「出勤であんな格好はないよね」と園舎から聞こえてきた。コロナ前は土曜日保育は利用

しなかったが最近増えている。大好きな先生だったのでショックを受けた。（謝罪ともに園として土曜日保育のあり方を確認する

ともに発言した職員に対しても事実を確認、指導し謝罪した）

人件費積立金

・保育士の子どもに対する態度を改めて欲しい（改めるよう職員に指導、その内容を保護者へ伝えた）

・泣くんなら泣き！と怒ったところ、「それって先生と同じやん！」と従兄弟の子どもが言った。先生はそんな言葉遣い

は子どもがまねるので止めて欲しい。（お詫びと共に職員が気を付けていくことを伝えた）

備品購入費積立金

修繕費等積立金

・お帰りの道中で「コロナになるならあなたが一番になるね」と医療従事者のお母さんに心ない声を掛けられ嫌な気持ちになっ

た。（手紙を出して医療従事者の型にないする敬意と感謝の気持ちを共有するようにした）

・着てくるものに対しては子どもからではなく、直接親にして欲しい（直接保護者に伝えるよう指導した）


